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＜緒言＞ 

マージンは上下左右各 25mmです。縮小拡大はされずそのままのサイズで印刷されます。講演論文原

稿は英文 Abstract を含んで A4 サイズ・2 ページでお書きください。日本語フォントは明朝，英文フォン

トは Times New Roman です。このファイルは Microsoft Word 用の Template です。他のソフトをご使

用の際は，レイアウトをご参考の上，作成ください。また，モノクロ印刷であり，カラーは再現され

ませんのでご注意ください（J-stage ではカラーで掲載されます）。 

講演題目は 1～2 行目に明朝 12pt で書いてください。演題が短い場合には 2 行目は空行にしてくださ

い。演題の左にはマージンから 15mm 以上の空白をとってください。所属、氏名は 3～4 行目に明朝 10pt
で書いてください。本文は 5 行目から明朝 10pt で書いてください。 

英文 Abstract：1 ページ目の 1/3 のスペース分に書いてください。タイトルは 1～2 行目に書いてくだ

さい。タイトルが短い場合には 2 行目は空行にしてください。氏名は 3 行目に、所属は 4～5 行目に書

いてください。連絡者の住所、電話、Fax、E-mail は 6,7 行目に書いてください。Keyword は 8 行目に，

3 から 5 個を目処に書いてください。Abstract 本文は 9 行目から書いてください。 
このテンプレートでは，改行幅は一行とし，「1

ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に

合わせる。」のオプションを外しています。他の

設定を用いる場合も改行幅がテンプレートから

それほど変化しないようにしてください。 
 原稿は pdf 形式に変換してください。また，pdf
サイズは 2MB 以下とします。画像がある場合は，

解像度に注意をしてください。作成した pdf は必

ず一度印刷して，レイアウト・解像度などの確認

をしてください。 
＜実験＞ 
 
＜結果と考察＞ 
図や表の説明は英文で書いてください。図表中

の説明なども英文で書いてください。図表中の文

字の大きさも小さくなりすぎないよう注意して

ください。 Fig.1 Sonication time dependence of temperature 
in water 
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（2 ページ目の本文） 
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Ex.1 Ex.2 Ex.3 
1.0 2.0 3.0 
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